
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 （環境省・厚生労働省ホームページより） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 学校体育通信「やまぐちっ子元気維新」 

    令和２年度 第３号   山口県教育庁学校安全・体育課  学校体育班 

 いよいよ夏本番を迎えますね。学校生活にも慣れて、学習や運動にがんばって

いることと思います。今月号は、「熱中症の予防」と「体力の向上」についてで

す。暑い夏を元気に乗り切りましょう！ 

 新型コロナウイルスの出現にともなって、感染防止の３つの基本である①人と十分な

距離を空ける、②マスクをつける、③手洗いや、「３密（密集、密接、密閉）」をさける

等の「新しい生活様式」が求められています。今年の夏は「新しい生活様式」を心がけ

ながら、熱中症を予防しなければなりません。予防のポイントは以下のとおりです。 



体力は落ちていませんか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず正しい動きを知ろう！ 
 

投げる前は、半身の状態からはじめましょう。投げる腕と反対の足が前に出ます。あとは、腕

をむちのように大きくしならせて投げよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ～二島小スポーツパラダイス（スポパラ）の取組～           

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、臨時休業前の体力と今の体力を比べてみましょう。落ちているなと感じる人はい

ませんか。自分の体力を知る方法は、いろいろあります。登下校中、体育の授業中、休み時間

中、様々な場面で、自分の体がどのような状態かよく注意してみましょう。そうすると、どん

な体力を高めればよいか見えてくるかもしれません。 

 

 

 

 

山口市立二島小学校では、遊びなが

ら体力を高める「スポパラ」の取組を

毎月行っているそうです。 

 6 月 8～１０日は、「遠くに向かって

投げる」取組でした。高さ 3.5ｍ～６

ｍにある９つの的をめがけて玉入れの

球を投げます。みんな夢中になって楽

しみました。 

【山口県の小学校５年生の体力の推移】 

 

山口県教育委員会調査より 

 

ところで、ボール投げは好きですか？ 

右の表を見てください。小学校５年生のソフトボー

ル投げの記録ですが、年々下がってきているのがわか

ると思います。これは、中学生も同じ状況です。 

 体力は、バランスよく高めることが大切です。苦手

だなと感じる人は、投げる力を高めるために何かはじ

めてみませんか。 

 


